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 要 旨   

 

目的：1990年代前期に生まれた若年男性において、喫煙・飲酒・社会要因と口腔衛生と

の関連を明らかにすること。 

 

方法：2011 年フィンランドの徴兵者向け健康診断を受検した男性 13,564 名、女性 255

名（平均年齢 19.6歳）のうち、口腔衛生スクリーニングプロジェクトを受検した男性 8539

名を対象とした横断研究。歯科検査において虫歯・治療済みの歯・抜けている歯の個数、

検査時の歯周ポケット出血数（BOP: 6回中 3回以上）、地域歯周疾患指数（CPI: 2以上）

を調査し、質問紙を用いて喫煙（非喫煙・毎日 1～5本・毎日 10本以上）、飲酒（非飲酒

または月 1回未満飲酒・月 1回以上週 1回未満飲酒・週 1回以上飲酒）、歯のブラッシン

グ頻度、自身および両親の学歴、最後に歯科受診した時期を調査。以上の項目をまとめ

て一般化混合線形モデルに投入し駐屯地を変量効果として解析。 

 

結果：月 1 回以上飲酒者は対象者の 80.9％を占めた。喫煙頻度、歯のブラッシング頻度

は BOP および CPI と有意な負の関連がみられたが、飲酒頻度とは関連をみとめなかっ

た。対象者自身の学歴は BOPと負の関連をみとめた。自身および母親の学歴が低いほど、

また喫煙頻度が多いほど、虫歯・治療済みの歯・抜けた歯を有するリスクが高値であっ

た。 

 

結論：若年者において親と自身の低学歴、喫煙は口腔衛生不良と有意に関連した。特に

低学歴層において口腔衛生のヘルスプロモーションが必要であると示唆された。 

 

 


